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巻頭言             
囲碁と将棋と  長房囲碁同好会長  福嶋常光 
 囲碁と将棋は似ている点も多く、全く興味がない人には
区別が付かない人もいるらしいのですが、違うことも少な
からずあります。私が面白いと思う、あるいは気になっている違いを少し書いてみます。 
・囲碁の神様は囲碁を打つ 
 囲碁の発祥の地ははっきりしませんが、古代中国の堯･舜などの伝説的皇帝が息子の教
育にために作ったという話があります。それはともかく、「らんか」･「橘中の楽」という
言い方の下になった、仙人や不思議な童子が囲碁を打っていたという伝説もあります。ま
た、仙女に少し習ったとかで、人間界では無敵になったという話もあります。囲碁は神様
の遊びだったのです。藤沢秀行元棋聖は「囲碁のことは３％程度しか分かっていない。囲
碁の神様には９子置いても勝てない」と言っています。しかし、最近の若手(誰だったか
覚えていないが)は「４子置けば神様相手でも勝負になるのでは」と言っています。しか
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 八王子囲碁連盟の目的 
八碁連は市民が、伝統文化
である囲碁を通じて親睦を
図り、健康が維持できるよ
うな機会を提供し棋力の向
上を目指すとともに、囲碁
の啓蒙と普及に努めること
を目的とする。 
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し、ＡI の進歩は止まる所を知らず、最強プロと目される李世ドルに勝ったアルファー碁
に３子置かせて勝つアルファー０という AI まで出てきたとか。となると神様相手では４
子では勝負にならないかもしれません。 
・将棋の神様は将棋を指さない 
 チェス、シャンチー(象棋･中国将棋)、チャンギ(将棋･朝鮮将棋)、マークルック(タイ将
棋)などいろいろな将棋が多くの民族･地域によって親しまれてきました。日本の将棋は平
安時代にあった何種類かの将棋のうちの小将棋から戦国時代後期くらいに今の将棋にな
ったようです(大内延介著：「将棋のきた道」に詳し
く書かれています)。将棋は人とともに変わってきた
ので神様は指さないでしょう。 
 将棋の世界では「将棋は神様に好かれないと名人
になれない」と言われてきました。大山康晴、中原
誠、谷川浩司、羽生善治という名人の系譜に対し、
皆から強さを認められ、いずれは名人と本人も思っ
ていただろう、だが少なくない棋士がなかなか名人にな
れず、なった場合も短期間で終わっています。彼等はマ
スコミ受けする言動で｢将棋の神様に嫌われた｣
と言われたものです。羽生善治以降は比較的短期
間に名人位が変わっていたようです。将棋の神様
に嫌われる人がいなくなったのかもしれません。
今年の正月の番組で将棋棋士に「将棋の神様に何
をお願いしますか」という質問があったのをチラ
ッと見ました。正確には覚えていないのですが多

くの棋士が、強くなりたい、タイトル挑戦などと答えてい
たと思うのですが、藤井聡太は「一局指して欲しい」と言
ったのには、おや？と思いました。ＡＩが将棋も囲碁も人間を上回るようになった今、神
様の出番はあるのでしょうか。 
 
令和元年度活きいき囲碁大会の報告 
各地区囲碁同好会主催の活きいき囲碁大会は成功裡に終了しました。参加者が 100 名
を越え会場確保に苦労された同好会もありました。活きいき囲碁大会には東浅川保健福祉
センターが使用できないため、開催に工夫が必要になりそうです。 

    シャンチー 

  チャンギ 
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10 地区同好会別参加人数実績 

 浅川 恩方 元八 中野 大和田 石川 台町 長房 川口 南大沢 初心 非会 合計 

浅川 17  14   5 5    4 2 3 29  4   3   4 1 91 

恩方 11 35 ８ 4 ７ ２ ０  22 ３ ３ ２ １   98 

元八 ２  17  20 ２ ５ １ ３  19 ５ ２   ２ ０   78 

中野 ８  23  13  16 ９ ３ ０  21 ４ ２  ２ ０   101 

大和田 ５  22   ７ ５  21 １ ４  16 3             ３ ２ ０   89 

石川 ２  22 ５ ５  20  10 ０  19 ４ ２ １ ３   93 

台町 ７ 20 ５ ６   ９ ３  12  22 ４ １ ２ １   92 

長房 12 20 ８ ８ 14 ２ ４  54 ２ ５ ５ ２  136 

川口 ４ 20  12 ８ 10 ３ ３  20  11 ４ ４ ３  102 

南大沢 ３ 15 ４ ３ 10 １ ０  13 ４  15 ３ ８   79 

合計 71 208  87  62 109  25  29 235   37  40  27  19  959 

 
令和元年 12 月度理事会報告 
・日 時･･･12 月 28日(土)  午前９時～11時 30分 
･ 場 所･･･東浅川保健福祉センター ３Ｆ創造活動室 
･ 出 席･･･成田、高取(記)、森本、木河、白石、鈴木 
     諮問委員会：吉澤 實(相談役)、小田辰郎(諮問委員会主査) 
･ 資 料･･･1)八王子囲碁連盟規約／改訂案文、2)第 27 回八碁連タイトル戦実施要領、

3)初の女性囲碁大会実施要領、4)役員任期延長と年度交替比較 
☆報告事項 
 1)多摩地区市町対抗囲碁団体戦実行委員会との会合(11 月 28日) 
 ･実行委員会の笹田俊輔事務局長と原恵子氏、竹内朝晴氏、高取、成田が出席 
 ･令和３年度は八王子囲碁連盟が受入れ(当番)となる 
･後援は八王子市･八王子文化連盟と交渉中で、大会会場として「いちょうホー
ル」を使用する予定である 
 2) 第 21 回棋聖大賞囲碁大会の実施要領 
 3) 第 27 回八碁連タイトル戦囲碁大会の実施要領 
 4) 初の女性囲碁大会の実施要領 
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 5) 令和２年度総会議案書の準備と作成 
☆議案 
 1)役員任期の延長に関わる規約改定(案) 
 2)級位者の昇級についての意見交換(倉内先生の提言などを踏まえて) 
 3)地区同好会の「活きいき大会」の実施についての意見交換(参加者が 100 名
以上の対応策など) 

 

随筆 
 ヘボ碁のすすめ          恩方囲碁同好会 大川倭男 
 かの福沢諭吉先生の啓蒙書(学問のすすめ)をパクリました。大それたこと、畏れ多いこ
とをして、諭吉先生御免なさい。 
 確か７年ほど前に、この同じ欄に、早世した正岡子規が死の前の苦しみのなか、残され
た時間がなくて碁の楽しみを断念したことなど、拙い文章で投稿したことがあります。天
才子規に比べ、私たちはその倍以上も長く生き、そして有り余るほど時間が残されていて、
思う存分ヘボ碁を楽しんでいるなんて、何と幸せなことか、などと書いた覚えがあります。
あれから時が経ちましたが、残された時間が有り余るほど時間があるかないかは別として、
囲碁の底知れぬ面白さ魅力は口では言い尽くせないものです。 
 もちろん楽しいことのほかにもいっぱいあります。書物、音楽、絵画、美味しい食事、
さらにはスポーツを楽しんだり、旅行に行ったり、異性が好きになったり、どれをとって
も幸せなこと、人生を豊かにすることばかりでしょう。それでも、やっぱり、生涯元気で、
活きいきと、ヘボ碁を打っていたいという気持ちは変わらないですね。 
 諭吉先生、先生は碁を打たれましたか。文献を調べたわけでは
ないので(間違っていたら御免なさい)、私の推測ですが、多分、
先生は碁の楽しみをご存じなかったのではありませんか。だとす
れば大変残念です。こんな楽しいことをご存じないなんて、と、
ほんのちょっぴりですが、優越感を覚えたりしています。諭吉先
生、自分勝手なことばかり言って、本当に御免なさい。 
ヘボ碁歴 50年、気心の知れたお仲間と、冗談の一つも言いな
がら、碁石を打つ楽しさ、こればかりは、何物にも代えられません。囲碁と巡り会えた人
生は本当によかったと心底思っております。楽しくやりましょう。 
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第 20 回棋聖大賞囲碁大会の入賞者 
・日 時･･･令和２年１月 19日(日) 午前９時から午後 3時半  
・場 所･･･東浅川保健福祉センター ４F 
・入賞者は以下の通りです･･･本大会での昇段級はありません 
 A クラス(八段～六段)： 20 名 
 ･優 勝：小川浄二(南大沢)／八段  準優勝：小嶋英基(長房)／七段 
  三  位：森田哲三(長房)／七段 
 Ｂクラス(六段～初段)：18名 
 ・優 勝：高橋靖夫(恩方)／三段   準優勝：岸村 佐(浅川)／五段 
   三 位：鈴木浩治(大和田)／六段 
 
令和元年度(2019 年)後期研修部囲碁大会のご案内	

	 ・日 時   令和２年３月 21日(土) 受付 午前９時 00分～ 
 ・主 催   八王子囲碁連盟 
 ・会 場   東浅川保健福祉センター ４Ｆ 
 ・参加資格  研修部在籍者 
 ・競技方法  クラス別に行い入賞者には賞品を進呈します 
 ・参加費   ￥1,000-(昼食代を含む) 
 ・申込方法  研修部例会にて申込用紙に記入する 
        例会欠席者で大会参加者は下記に連絡して下さい 
        連絡先：研修部事務長 野嶋 孝征 TEL& Fax :645-8378 
 ・申込期限  ３月 14日 
 
 
 
  詰め碁 例題 
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編集後記 
・久しぶりの降雪！！ 南北に長い日本列島だが、冬に雪の降らないのは琉球本島や先島
諸島、小笠原諸島ぐらいだろう。“蛍雪”という言葉が懐かしい。その由来は、中国の晋の
車胤(シャイン)が蛍の光で、孫康(ソンコウ)が窓辺の雪明かりで読書に励み苦労して勉学
に勤しんだという故事から。 
・スマホと蛍雪は合わない。スマホの保有率は中学生で 90％、高校生で 96％だという。
答えをすぐ教えてくれるのは便利には違いないが･･･。 
・ 夕刻の一頻りの降雪だったが、犬目辺りの高台では“ボタン雪”で、実際は寒いのに暖か
そうに感じられて風情がある。窓辺に座り碁石を並べるのも一興かも･･･。 
                                                    (文責：森本康男) 

 


